
理工学研究科 日本語授業（矢上キャンパス） 
 

日本語・日本文化教育センター 
 

 すべてのコースが秋学期に開始され、秋学期・春学期の通年での履修を前提として授業が組まれています。 
 日本語を初めから学習する「日本語第 1(A）＋(B)」(秋学期)の履修者は、「春季日本語集中講座」を履修して

から「日本語第 1 (C) + (D)」（春学期）を履修すると、一番効率的に学習ができる流れとなっています。 
 履修科目を選ぶために、現在の自分の日本語のレベルが知りたい人は、次ページの説明を読んで、自己採点

テストを実施してください。 
 
 

 
  

レベル 
矢上キャンパス 

秋学期 春学期 
初級 日本語第 1 (A) + (B)  

日本語第 1 (E) + (F) ※JEMARO 生専用クラス 
 
対象者: 初めて日本語を学習する者 
成績評価方法: 試験・平常点の総合で評価 
自己採点テスト：K1 レベル程度 

日本語第 1 (C) + (D) 
 
対象者: 日本語を 100 時間程度学習した者 
成績評価方法: 試験・平常点の総合で評価 
自己採点テスト：K3 レベル程度 

日本語初級会話  
 
対象者: 日本語の学習経験が若干ある者 
成績評価方法: 試験・平常点の総合で評価 
自己採点テスト：K2 レベル程度 

初級後期 日本語第 2 (A) 
 
対象者: 日本語を 100～150 時間程度学習した者 
成績評価方法: 試験・平常点の総合で評価 
自己採点テスト：K4 レベル程度 

日本語第 2 (B) 
 
対象者: 日本語を 150 時間程度学習した者 
成績評価方法: 試験・平常点の総合で評価 
自己採点テスト：K4 レベル程度 

中級 日本語第 3 (A) 
 
対象者: 基本的な文型・語彙・漢字を習得した者 
成績評価方法: 試験・平常点の総合で評価 
自己採点テスト：K5 レベル程度 

日本語第 3 (B) 
 
対象者: 基本的な文型・語彙・漢字を習得した者 
成績評価方法: 試験・平常点の総合で評価 
自己採点テスト：K5-K6 レベル程度 

中級後期 日本語第 4 (A) 
 
対象者: 基本的な文型・語彙・漢字を習得した者 
成績評価方法: 試験・平常点の総合で評価 
自己採点テスト：K6 レベル程度 

日本語第 4 (B) 
 
対象者: 基本的な文型・語彙・漢字を習得した者 
成績評価方法: 試験・平常点の総合で評価 
自己採点テスト： K6-K7 レベル程度 

春季日本語集中講座           
*2～3 月に 6 週間開講 
自己採点テスト：K1-K2 レベル程度 



［注意１］現在の自分の日本語のレベルが知りたい人のために 
 下記のサイトに、日本語授業のための「自己採点テスト」があります。 

https://keio.box.com/s/v5l5hknkgd4cf37fxwosuu4mgbegp4i4 
※2023 秋用のテストは、8月下旬に掲載予定です。 

 このテストを実施して、自分のレベルを調べてください。 
 テスト実施後、以下のとおり、自分のレベルに適したコースを選択してください。 

 
テスト結果 理工学研究科秋学期開講のコース 
K1 レベル 日本語第 1（A）＋（B） 

日本語第 1（E）＋（F） 
K2 レベル 日本語初級会話 
K3 レベル 日本語第 2（A） 
K5 レベル 日本語第 3（A） 
K6 レベル 日本語第 4（A） 

 
［注意２］教科書 

 自己採点テストを実施して履修する科目を決めたら、授業の初日の 10 月 4 日（水）までに以下の教科

書を購入してください。授業は、教科書が購入されていることを前提に行います。 
 

日本語第 1（A）＋（B） 
日本語第 1（E）＋（F） 

『大学の日本語 初級 ともだち vol.1』東京外国語大学出版会 
ISBN 978-4-904575-61-1  

日本語初級会話  『大学の日本語 初級 ともだち vol.1』東京外国語大学出版会 
ISBN 978-4-904575-61-1  

日本語第 2（A） 『大学の日本語 初級 ともだち vol.2』東京外国語大学出版会 
ISBN 978-4-904575-63-5 

日本語第 3（A） 『中級を学ぼう日本語の文型と表現５６ 中級前期 第２版』 
スリーエーネットワーク 

ISBN： 9784883197880  
日本語第 4（A） 『読む力 中級』くろしお出版 

ISBN： 978-4-87424-518-7 C0081  
 
［注意３］日本語を学習したことがない学生へ 

 K1 レベルから始めてください。 
 日本語の学習においては、ひらがな・カタカナの習得が重要です。「日本語第 1 (A) + (B), 日本語第 1

（E）＋（F）」の授業の初めに少し練習を行いますが、この科目の履修を希望する学生には、予めひら

がなの練習をしておくことを勧めます。 
 ひらがな学習の web サイトには、下記のようなものがあります。 

 CosCom Learn Japanese (Hiragana Katakana)： 
  https://www.coscom.co.jp/hiragana-katakana/index.html 
東京外国語大学言語モジュール（かな・カナの書きかた）： 
 http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/ja/basic/ 

https://keio.box.com/s/v5l5hknkgd4cf37fxwosuu4mgbegp4i4
https://www.coscom.co.jp/hiragana-katakana/index.html
http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/ja/basic/

